
北海道高等学校文化連盟 

第１８回全道高等学校ボランティア研究大会開催要項 

 

1 主 催  北海道高等学校文化連盟 

2 後   援  北海道教育委員会 

3 主 管  北海道高等学校文化連盟ボランティア専門部 

北海道高等学校文化連盟空知支部 

4 当 番 校  北海道岩見沢農業高等学校   

5 期 日  令和３年１１月１１日(木) 

6 会 場  北海道岩見沢農業高等学校 

7 実 施 形 態  参加形態を２パターン用意。①当日大会の様子を ZOOM 配信し、それを視聴するこ 

とでの参加。②ZOOM での参加が難しい場合は、後日当番校 HP 上にて大会動画を視 

聴することで、大会参加とする。 

8 参 加 資 格  道高文連に加盟した学校の生徒であること。 

9 参 加 経 費  不要 

10 申 込 方 法   参加申込書データに必要事項を入力し、Ｅ－ｍａｉｌで下記アドレスに送信願い 

ます。なお、参加申込書は、当番校のＨＰからダウンロードできます。 

11 申 込 先  第１８回全道高等学校ボランティア研究大会事務局（担当：大杉 佳奈） 

       Ｅ－ｍａｉｌ：757379@hokkaido-c.ed.jp 

12 申 込 期 日  令和３年１０月１日(金)１６：００必着 

13 閲 覧 期 間  令和３年１１月中旬～令和３年１２月中を予定。 

※ 詳細が決定次第、改めて連絡いたします。 

14 備 考  （１）参加は任意と致します。 

       （２）次のことは、本年度は実施いたしません。 

         ア 分科会 

         イ 交流の場 

15 連 絡 先  北海道岩見沢高等学校内 

第１８回全道高等学校ボランティア研究大会事務局（担当：大杉 佳奈） 

〒０６８－０８１８ 北海道岩見沢市並木町１番地５ 

ＴＥＬ ０１２６－２２－０１３０ 

ＦＡＸ ０１２６－２２－５３６２ 

Ｅ－ｍａｉｌ 757379@hokkaido-c.ed.jp  



北海道高等学校文化連盟第１８回全道高等学校ボランティア研究大会実施要領（案） 

 

１ 目 的  ボランティア活動に取り組む高校生の研修と情報交換、交流の場を設ける。 

 

２ テ ー マ  「ＳＤＧｓとボランティア活動～私たちにできる「誰一人取り残さない」取り組みを

考える～」 

 

３ 研修内容 

（１）実践発表 

   岩見沢市内５校の取り組み（Ｒ２～コロナ禍でのボランティア活動の実施）について 

 

（２）全体講演  

演題「フェアトレード、知ることから始まる新たなボランティア活動～今求められるＳＤ

Ｇｓの視点～」（変更する可能性あり） 

     講師 髙見 早苗 様（山口ケニアを知る会代表、フェアトレード北海道副代表） 

 

４ 会 場  北海道岩見沢農業高等学校 

 

５ 日 程  令和３年１１月１１日（木） 当日 ZOOM 配信・当番校ＨＰ上にて後日動画配信 

時 間 内 容 備   考 

９：００～ ZOOM 配信準備・開始、動画撮影確認 

撮影した動画

は、後日当番

校ＨＰ上で配

信を行う。 

９：３０～９：４０ 開 会 式 

９：４５～１０：１５ 

実践発表 

空知管内５校の取り組み（Ｒ２～コロナ禍での実施

について） 

１０：２０～１１：３０ 
全体講演 

全体６０分、質疑応答１０分 

１１：３５～１２：００ 閉 会 式 

 

６ 大会参加（動画視聴）後の、大会参加報告について 

（１） 当番校ＨＰ上にある書式で、 

①動画視聴の感想 

②『コロナ禍でも高校生としてできるボランティア活動について。』を記入し、学校単位で意見を

集約してから、当番校の担当者へメール添付する。 

（２） 集まったデータを当番校で集約し、大会参加・報告とする。後日、当番校ＨＰ上にも大会報告

をＰＤＦ形式で掲載し、情報を共有できるようにする。 

 


